
　
品
質
工
学
会
主
催
の
「
第

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
」
が
、
６
月

、

の

両
日
、
東
京
・
大
井
町
の
き
ゅ
り
あ
ん

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館

で
開
催
さ
れ

る
。
今
年
は
同
学
会
創
立

周
年
に
あ
た
り
、
学
会
創
立

周
年
記
念
大
会
と
し

て
行
わ
れ
る
。
「
品
質
工
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
探
る
―

年
間
の
成
果
と
今
後

の
課
題
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の

年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
品
質
工
学
の

こ
れ
か
ら
を
占
う
。
参
加
費
は
一
般
が
２
万
円
、
学
生
は
６
５
０
０
円
。
問
い
合
わ

せ
は
同
学
会
事
務
局

０
３
・
６
２
６
８
・
９
３
５
５

へ
。
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品質工学の果たすべき役割を探る

６月、日

　
６
月
２
日

時

分
に
田
口
玄
一
博
士
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

歳
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ

た
る
ご
指
導
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

伊藤　源嗣品質工学会会長

飛
躍
的
な
発
展
、
多
様
性
が
増
大

ごあいさつ
　
品
質
工
学
会
は
そ
の
前
身
で
あ

る
品
質
工
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
足

か
ら
今
年
で

年
に
な
り
ま
す
。

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今

年
度
は
年
間
を
通
し
て
テ
ー
マ
を

「
品
質
工
学
の
果
た
す
べ
き
役
割

を
探
る
」
と
し
て
、
６
月
の
品
質

工
学
研
究
発
表
大
会
、

月
の
品

質
工
学
技
術
戦
略
研
究
発
表
大

会
、
品
質
工
学
会
誌

年
６
回
発

行

の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
企
画
を
実
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
品
質
工
学
研
究
発
表
大

会
で
は
、
前
述
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
個
別
の
研
究
発
表

件
に
加

え
、
こ
の

年
間
の
品
質
工
学
の

歴
史
と
発
展
、
研
究
発
表
大
会
の

歴
史
を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
整

理
・
分
析
し
て
、
そ
の
変
遷
・
発

展
の
経
過
・
方
向
性
を
探
る
展
示

が
行
わ
れ
る
他
、
「

年
の
成
果

と
今
後
の
課
題
」
を

開
発
・
設

計
に
お
け
る
品
質
工
学

製
造
段

階
に
お
け
る
品
質
工
学

評
価
・

検
査
の
品
質
工
学

マ
ク
ロ
視
点

で
の
品
質
工
学
―
の
角
度
か
ら
見

た
特
別
発
表
が
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
マ
ク
ロ
視
点
」
に

焦
点
を
当
て
「
品
質
工
学
の

年

と
こ
れ
か
ら
―
マ
ク
ロ
視
点
で
の

品
質
工
学
」
と
題
す
る
特
別
講
演

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
分
野

で
の
品
質
工
学
研
究
の
方
向
付
け

に
加
え
、
マ
ク
ロ
視
点
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
視
点
か
ら
見
た
品
質
工
学

の
今
後
に
つ
い
て
も
議
論
が
な
さ

れ
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
ご
参

考
に
な
る
点
の
多
い
大
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の

年
間
に
品
質
工
学
は
飛

躍
的
な
発
展
を
と
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
活
動
分
野
は
当
初
理
学

系
・
工
学
系
、
中
で
も
製
造
業
中

心
で
し
た
が
、
近
年
で
は
医
学

系
、
薬
学
系
、
さ
ら
に
は
不
動
産

業
、
金
融
な
ど
社
会
科
学
の
分
野

に
適
用
分
野
が
広
が
り
、
手
法
と

し
て
も
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に

盛
ん
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
多
様

性
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

個
々
の
研
究
テ
ー
マ
へ
の
取
り
組

み
は
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
企
業
な
ど
の
組
織
的
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
的
な
取
り
組
み
が
あ
ま

り
深
化
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
懸

念
材
料
も
見
ら
れ
ま
す
。

周
年

を
迎
え
、
将
来
展
望
を
切
り
開
く

こ
と
を
企
図
し
た
今
大
会
に
多
く

の
方
が
参
加
さ
れ
、
活
発
な
討
論

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月７日 木曜日 　　

　
第
２
次
世
界
大
戦
で
敗
れ

た
日
本
の
復
興
期
に
、
多
く

の
日
本
人
が
力
を
合
わ
せ
、

現
在
の
日
本
を
築
き
上
げ

た
。
１
９
５
０
年
代
か
ら
日

本
の
技
術
の
在
り
方
を
探
し

続
け
た
田
口
玄
一
博
士
は
、

年
代
に
米
国
で
「
タ
グ
チ

メ
ソ
ッ
ド
」
と
し
て
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
た
。
こ
れ
が

年
に
品
質
工
学
フ
ォ
ー
ラ
ム

現
在
の
品
質
工
学
会
と
し

て
、
日
本
の
技
術
開
発
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
。
今
年

は
そ
の

周
年
に
あ
た
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
確
認
し
、
さ
ら
に
こ
れ
か

ら
の
発
展
を
探
ろ
う
と
い
う

の
が
今
回
の
第

回
品
質
工

学
研
究
発
表
大
会
で
あ
る
。

　
こ
こ
数
年
、
品
質
工
学
会

は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
大

ホ
ー
ル
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
、
い
わ
ゆ
る
専
門
技
術
の

分
野
で
は
な
く
、
設
計
や
加

工
技
術
、
計
測
技
術
、
教
育

関
連
な
ど
、
品
質
工
学
と
し

て
の
課
題
別
で
構
成
し
、
討

論
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
大
ホ
ー
ル
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
か
ら
公
益
財
団
法

人
精
密
測
定
技
術
振
興
財
団

品
質
工
学
賞
発
表
賞
を
受
賞

す
る
研
究
発
表
が
数
多
く
出

る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
は

大
ホ
ー
ル
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
テ

ー
マ
を
「
開
発
・
設
計
」

「
製
造
段
階
」
「
評
価
・
検

査
」
「
マ
ク
ロ
視
点
」
の
大

き
く
四
つ
に
分
け
て
、
さ
ら

に
こ
の
４
テ
ー
マ
を
受
け

て
、
司
会
者
が

年
の
成
果

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報

告
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
特
に
、
マ
ク
ロ
視
点
で
の

品
質
工
学
と
は
、
品
質
工
学

が
い
わ
ゆ
る
技
術
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
な
視
点
を
持
つ

テ
ー
マ
へ
と
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
象
徴
的
に
表
す
も
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｋ

Ｙ
Ｂ
の
生
駒
亮
久
氏
に
よ
る

「
誤
圧
を
利
用
し
た
工
場
の

環
境
影
響
度
評
価
」
、
ヤ
ン

マ
ー
の
永
久
克
彦
氏
に
よ
る

「
両
側
Ｔ
法
を
用
い
た
経
済

予
測
」
、
富
山
高
等
専
門
学

校
の
早
川
幸
弘
氏
に
よ
る

「
つ
く
ば
地
区
地
震
発
生
現

象
の
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

検
討

１

」
の
発
表
が
行

わ
れ
る
。
特
に
、
地
震
に
関

す
る
研
究
発
表
は
、
既
に
第

４
報
ま
で
の
予
測
の
研
究
に

よ
っ
て
、
２
０
１
１
年
３
月

日
の
地
震
の
予
測
は
つ
く

ば
地
区
に
お
い
て
も
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
地
震
の
現
象

を
さ
ら
に
深
め
て
検
討
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
司

会
は
谷
本
勲
大
会
実
行
委
員

長
自
ら
が
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

の
高
木
俊
雄
氏
と
と
も
に
務

め
る
。

　
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
開

発
・
設
計
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
井
上

克
哉
氏
か
ら
「
歩
行
者
保
護

フ
ェ
ン
ダ
の
動
特
性
に
よ
る

背
反
両
立
構
造
の
開
発
」
、

製
造
段
階
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
ヱ
ス
ケ
ー
石
鹸
の
秋
元
美

由
紀
氏
か
ら
「
酵
素
反
応
に

よ
る
脂
肪
酸
製
造
の
パ
ラ
メ

ー
タ
設
計
」
と
、
機
械
と
化

学
分
野
で
の
典
型
的
な
発
表

が
あ
る
。

　
評
価
・
検
査
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
日
本
大
学
の
大
坂

一
司
氏
の
「
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
キ
ー
ス
ト
ロ
ー
ク

に
よ
る
本
人
識
別
」
は
、
い

わ
ゆ
る
キ
ー
タ
ッ
チ
の
反
応

時
間
か
ら
本
人
識
別
を
行
う

と
い
う
、
き
わ
め
て
新
し
い

方
向
で
あ
る
。
広
島
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
山
岡
誠
司

氏
は
「
水
道
水
に
お
け
る
残

留
塩
素
測
定
試
薬
の
評
価
」

の
研
究
発
表
を
行
う
。
こ
れ

は
、
目
下
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
水
道
水
の
水
質
問
題
へ

の
新
し
い
提
案
で
あ
る
。

　
専
門
技
術
で
の
分
類
で
は

な
く
、
品
質
工
学
の
課
題
と

し
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
分
類
は

小
ホ
ー
ル
に
お
け
る
口
頭
発

表
、
他
会
場
の
ポ
ス
タ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
も
適
用
さ
れ
て

社
会
、
評
価
、
設
計
、
製
造

な
ど
の
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
る
。
品
質
工
学
の
発
展

が
、
こ
の
よ
う
な
分
類
を
可

能
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
討
論
の
方

向
が
い
か
に
変
わ
る
か
も
興

味
の
対
象
で
あ
る
。
今
回
の

発
表
テ
ー
マ
数
は

件
で
、

ほ
ぼ
例
年
並
み
で
あ
る
。

　

周
年
の
特
別
企
画
と
し

て
、
元
日
産
自
動
車
の
浜
田

和
孝
氏
に
よ
る
品
質
工
学
会

の
財
産
目
録
と
し
て
ま
と
め

た
「
品
質
工
学
の
歴
史
と
発

展
」
の
研
究
論
文
の
展
示

と
、
田
口
博
士
の

年
の
特

別
講
演
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
が
大

会
議
室
で
行
わ
れ
る
。
初
日

の
６
月

日
は
、
経
済
産
業

省
の
中
西
宏
典
大
臣
官
房
審

議
官
と
、
日
本
規
格
協
会
の

田
中
正
躬
理
事
長
に
よ
る
来

賓
あ
い
さ
つ
、
引
き
続
い
て

貢
献
賞
、
論
文
賞
各
賞
の
表

彰
が
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

筆
者
に
よ
る
特
別
講
演
「
品

質
工
学
の

年
と
こ
れ
か
ら

―
マ
ク
ロ
視
点
で
の
品
質
工

学
―
」
が
あ
る
。
２
日
目
の

６
月

日
に
は
、
論
文
賞
各

賞
受
賞
者
に
よ
る
受
賞
記
念

講
演
と
、
今
回
の
大
会
発
表

に
対
す
る
発
表
賞
授
賞
式
が

行
わ
れ
る
。

　
広
告
を
出
稿
し
て
く
れ
た

企
業
に
敬
意
を
表
し
て
大
会

発
表
の
内
容
紹
介
を
行
う
。

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
北
沢
佳

月
氏
ら
に
よ
る
「
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
定
着
装
置

配
熱
設
計
手
法
の
研
究
」
、

小
瀬
村
透
氏
ら
に
よ
る
「
塗

液
循
環
系
用
温
度
制
御
シ
ス

テ
ム
設
計
」
は
、
技
術
志
向

を
強
め
た
発
表
で
あ
る
。
同

じ
く
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
山

野
裕
子
氏
に
よ
る
「
有
機
溶

剤
中
へ
の
微
粒
子
分
散
工
程

最
適
化
」
は
、
機
器
系
メ
ー

カ
ー
に
あ
り
な
が
ら
、
大
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
る
製
造
段
階

に
お
け
る
品
質
工
学
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
の
発
表
に
も
匹
敵

す
る
内
容
の
化
学
系
の
研
究

発
表
と
な
っ
て
い
る
。

　
ア
サ
ヒ
技
研
の
井
上
克
彦

氏
ら
に
よ
る
「
硬
さ
試
験
に

お
け
る
押
し
込
み
―
変
形
プ

ロ
セ
ス
の
評
価
」
、
中
井
功

氏
ら
に
よ
る
「
押
し
込
み
変

形
プ
ロ
セ
ス
試
験
と
引
っ
張

り
変
形
プ
ロ
セ
ス
試
験
の
関

連
性
の
検
討

２

」
は
、

同
社
の
硬
さ
標
準
片
の
開
発

の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
新

し
く
引
っ
張
り
試
験
機
の
標

準
片
を
開
発
し
よ
う
と
い
う

意
欲
的
な
研
究
の
継
続
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
製
品
の
強
度

と
は
何
か
と
い
う
大
き
な
問

題
提
起
が
あ
る
。

　
大
会
初
日
に
行
わ
れ
る
筆

者
に
よ
る
特
別
講
演
で
は
、

年
の
品
質
工
学
会
の
活
動

の
成
果
が
語
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
現
在
の
品
質
工
学
会

へ
の
率
直
な
批
判
も
行
わ
れ

る
が
、
新
し
い
研
究
成
果
は

研
究
論
文
と
し
て
着
実
に
積

み
上
が
っ
て
い
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
研
究
の
成
果
と

は
突
然
と
し
て
新
し
い
ア
イ

デ
ア
が
出
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
の
組
み
合
わ
せ
や

総
合
化
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　

年
の
学
会
誌
に
掲
載
さ

れ
た
研
究
論
文
か
ら
選
ば
れ

る
公
益
財
団
法
人
精
密
測
定

技
術
振
興
財
団
品
質
工
学
賞

論
文
賞
の
受
賞
研
究
に
は
、

ま
さ
に
こ
れ
が
典
型
的
に
現

れ
て
い
る
。
金
賞
を
受
賞
し

た
日
本
大
学
の
櫻
井
基
樹
氏

ら
に
よ
る
「
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
射
出
成
形
品
の
均
一

充
填
性
評
価

２

」

じ
ゅ
う
て
ん

は
、
１
９
８
９
年
に
田
口
博

士
よ
り
提
案
さ
れ
た
、
射
出

成
形
の
本
質
は
最
終
的
に
は

成
形
機
へ
の
樹
脂
の
均
一
充

填
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

ま
さ
に
証
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
銀
賞
を
受
賞
し
た
東
亞

合
成
の
松
井
智
隆
氏
ら
に
よ

る
「
艶
消
し
塗
料
の
配
合
最

つ
や

適
化
」
は
、
い
わ
ゆ
る
塗
料

面
の
評
価
を
行
う
際
に
入
射

光
と
反
射
光
の
関
係
に
着
目

し
、
入
射
角
度
を
変
え
る
な

ど
で
塗
布
面
の
ば
ら
つ
き
を

評
価
し
て
い
る
。
同
じ
く
銀

賞
を
受
賞
し
た
日
精
樹
脂
工

業
の
常
田
聡
氏
ら
に
よ
る

「
射
出
成
形
の
生
産
工
程
の

設
計
方
法
の
研
究
」
は
、
副

題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
可
塑

化
装
置
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
設

計
だ
け
で
な
く
、
量
産
工
程

へ
適
用
す
る
と
き
に
必
要
と

な
る
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
解
析

ま
で
を
含
め
た
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
銀
賞
を
受

賞
し
た
日
本
大
学
の
矢
野
耕

也
氏
ら
に
よ
る
「
印
鑑
照
合

シ
ス
テ
ム
へ
の
誤
圧
の
適

用
」
は
、
か
ね
て
田
口
博
士

が
提
唱
し
て
き
た
誤
圧
と
い

う
考
え
方
を
、
印
鑑
照
合
に

適
用
し
て
、
今
後
、
誤
圧
と

い
う
の
が
Ｍ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

新
分
野
と
し
て
使
わ
れ
る
可

能
性
を
示
し
た
。

　
品
質
工
学
会
Ａ
Ｓ
Ｉ
賞
を

授
賞
し
た
Ｎ
Ｋ
ワ
ー
ク
ス
の

榛
葉
悟
氏
ら
に
よ
る
「
ア
ジ

ャ
イ
ル
開
発
製
品
の
テ
ス
ト

に
対
す
る
品
質
工
学
の
適

用
」
は
、
開
発
さ
れ
た
製
品

の
検
証
を
、
直
交
表
を
活
用

し
て
迅
速
か
つ
効
率
的
に
実

施
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
富
山

県
経
営
者
協
会
品
質
工
学
賞

は
、
企
業
へ
の
貢
献
に
主
眼

を
置
い
て
授
賞
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
受
賞
し
た
「
Ｍ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
電
子
写

真
カ
ラ
ー
画
像
総
合
評
価
の

研
究

２

」
は
東
京
電
機

大
学
の
野
田
健
次
氏
ら
と
コ

ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ビ
ジ
ネ
ス
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
石
毛
和
典

氏
ら
の
共
同
研
究
で
あ
り
、

コ
ピ
ー
画
像
の
新
し
い
総
合

評
価
方
法
を
作
り
上
げ
た
も

の
で
あ
る
。

　
品
質
工
学
会
誌
は
６
月
号

と

月
号
が

周
年
記
念
号

と
し
て
発
刊
さ
れ
る
。
そ
し

て

月
の
記
念
号
を
受
け
る

形
で
、

月

日
に
は
第
５

回
品
質
工
学
技
術
戦
略
研
究

発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

や
は
り
、

周
年
記
念
と
し

て
あ
ら
た
め
て
品
質
工
学
の

全
体
像
に
ふ
さ
わ
し
い
６
テ

ー
マ
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
品
質
工
学
会
は

年
の
活

動
の
結
果
を
受
け
て
、
品
質

工
学
を
さ
ら
に
新
し
い
方
向

へ
と
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。
伊
藤
源
嗣
品
質
工
学

会
長
が
相
談
役
を
務
め
る
Ｉ

Ｈ
Ｉ
は
、
残
念
な
が
ら
今
大

会
で
の
研
究
発
表
を
見
送
る

こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、

月
の
第
５
回
品
質
工
学
技

術
戦
略
研
究
発
表
大
会
で
は

伊
藤
会
長
の
提
案
に
よ
る
問

題
意
識
の
具
体
化
の
研
究
発

表
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
。


